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異文化理解と異文化経験
一バングラデシュスタディーツアーの経験を通して一

　呉大学看護学部

川　口　恭子

論文要旨　今や日本人口の1割が毎年海外旅行に出かける時代であるが，日本という国または文化を一歩出た

ときに・どれだけの日本人が・異質な文化やそこに住む人々に関心を持ち理解を深めようとするかは大いに疑問

である。相手や相手の文化に対する敬意や理解を深めることなしに，自国文化や自国の価値を唯一の価値とする

ような振る舞いをしたり・相手に強いたりすることが，外国の人々との関係において大きな溝や垣を作ってきた

と言えよう。21世紀を迎え，この限りある地球上は政治，経済，資源，環境など様々な分野において，自分のこ

とだけ考えて行動していては，破滅の道を歩むことが明らかになってきた。こういう時代において，自分とは異

質な文化を受け入れ，共に地球の上に共存していく道を求めていくことが重要な課題であろう。そのためには，

若い世代に異文化理解を深める教育機会を提供し，国境や文化を超えて地球の生きる道を模索できる人々の層を

厚くしていく必要がある。異文化理解を深めるためにいろいろな方法があるが，そのひとつの有効な方法として

スタディーツアーという異文化イクスポージャー（exposure）があげられる。

キーワード＝異文化理解，異文化経験，スタディーツアー

■　はじめに

　「国際化」という言葉が叫ばれて久しいが，具

体的にそれが何を意味し，何を目指すものである

かよくわからないままに，国際化を進めなくては

時流に乗り遅れる，というような風潮が一人歩き

しているように思う。「国際」という言葉がひと

つのファッションであるかのごとき時代である。

実際問題において，確かに，自分さえ良ければ，

自分の国だけ良ければでは済まされない，地球規

模で様々な問題を考えざるを得ない時代を迎えて

いるこの地球上で，どのように自分と異なる文化

や異なる文化を持った人と関わっていくかという

ことは，地球の死活問題にも関わる21世紀の大切

な課題であろう。文化や国境を越えて，人類文化

という視点から，いかに異質な互いが異質さを受

容し合うことができ，理解を深めていくことがで

きるかということを考えると，できるだけ若い時

代から異文化経験を通しての異文化理解学習の機

会を持つことが大切ではないかと思う。そういう

地道な努力を介してしか，真の国際化，国際理解

ということは生まれてこないのではないかと考え

るからである。2000年9月に実施されたバングラ

デシュ・スタディーツアーにおける経験を入れな

がら，異文化経験が異文化理解に果たす役割を考

察してみたい。

■異文化理解

1．グローバル社会での異文化理解の大切さ

　「日本という国は島国であり，ただでさえ地理

的に異文化との交流が疎であったが，その上に長

い年月，鎖国という極一部の例外を除いて国を閉

ざすという経験をもっている。さらに，明治にな

り鎖国が解かれてからも国を挙げて，それまで閉

ざされていた，進んだ西欧の文化を取り入れ吸収

するということに力が注がれてきた。戦前までは

『国際化』するということが『脱亜』する事と同
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異文化理解と異文化経験

等にとらえられており，それ故にアジアの隣国を

見下した傲慢な姿勢を持ち，侵略へとつながって

いった歴史を経験することになった。」1）そういう

歴史的背景からも，異文化に対する理解を深め対

等な関係を育てることや，国際協調に必要な様々

な能力を国民性として育てることが遅れがちになっ

たのではないだろうか。その上，戦後日本は確か

に経済的に繁栄を享受するようになったが，「子

どもたちは物質的な消費の豊かさと過剰な教育・

管理・保護と引き替えに共存と自立の根を培って

くれる他者や世界や自然と豊かに直接的にかかわ

りあって生きる暮らしを奪われてしまった」2）。

　現代は，多くの人が当たり前のように，簡単に

海外に出かける時代である。ちなみに日本では人

口の1割以上が毎年海外旅行に出かけている。そ

れだけ，異文化に触れ，自国・自文化との接触か

ら，葛藤と同時に異文化への理解の姿勢や，違い

に対する洞察の深さが生まれてくるのではないか，

と期待するのだが，必ずしもそうとは限らないこ

とが多い。海外旅行の多くの目的が，名所旧跡の

見学や，買い物，娯楽，という相手の文化の表面

的な部分に触れるに過ぎないということも一つの

理由であろう。海外旅行で，若い女性たちが高級

ブランド物を安く買える機会とばかりに，買い物

に目の色を変えて買いあさる姿を目にしたり，同

じ女性が，その国のささやかなものを買うのにも，

どうせ騙すのだろうと言わんばかりに，その国の

人でもやりかねるほどの値切り方をするのに接した

りすると，異国に行っても，その国の文化や感情

に配慮することのない日本人の姿がやはり奇異に

見える。それはそれで一つの異文化体験であろう

し，自分の人生に喜びを与えてくれる大切な機会

であろうが，そこに，その国の人々と人間同士と

しての交流がある場合，その経験は格段違ったも

のになってくる。坂本らが述べているように「日

本人にとって異文化との接触の機会は確実に増え

ているが，自己改革を迫られるほどの異文化との

接触は少なく，異文化とのつきあいが進歩してい

るとは言えない」3）現状である。坂本らは更に

「近い将来，物理的なボーダレス傾向は益々強ま

り，それに伴い異文化との接触の機会も増加する。

しかし，その状況に追い付かない精神的なボーダ

レスがストレスをもたらしたり，誤解や対立，緊

張などを招くこともありうる。」4）と危惧している。

　「国際化」という言葉が何の違和感もなく巷に

あふれている近頃の日本だが，大津は「若い世代

の意識には今なおエスノセントリック（自文化中

心主義的）な傾向が強く見られる……例えば，発

展途上国に対して『貧しい』『遅れている』『汚い』

といったマイナスイメージのみでとらえ，人々の

暮らしや文化についての理解が欠けているため，

結局は『日本人に生まれてよかった』という意識

を超えることが難しい」5）と述べている。しかし，

これは若い人ばかりではないだろう。若い頃から

の国際教育を意識した異文化教育の必要性の大き

いところである。

　また，一方，異文化教育とか，国際理解教育と

かいうときに，外国語の習得と言うところばかり

強調されることがあるが，言葉は確かに文化を象

徴する大切なものであるが，単に語学が出来るか

ら異文化理解が深まるとは云えず，外国語で何を

コミュニケートするのか，外国語を通して人とど

う関わりを持つのかが重要になってくる。

　航空路の発達により，また，情報化の進化によ

り，地球の上は行き来が自由にできるようになり，

情報は簡単に国境を越えて隅々にまで飛び交い，

自分の国のことだけでは済まされないことが多く

なった。異なる国や文化に対する理解ある態度は，

今後ますますグローバル化の進む世界で生きてゆ

く常識ともマナーとも言えよう。

　ユネスコ（UNESCO；theUnitedNationsEdu・
cational，Scientific　and　Cultural　Organization）

は，1974年第18回総会において「国際理解，国際

協力及び国際平和のための教育，並びに人権及び

基本的自由についての教育に関する勧告」という

長い名前の勧告を採択した。そこには次のような

指導原則が示されている6）。

1）国際的側面と世界的視野に立つ教育

2）すべての民族，文化，文明，価値および生活

　　様式に対する理解と尊重（多文化教育一男性

　　と女性，若者と老人，障害者，人種，民族，

　　宗教，社会経済的集団などについて，多種性

　　の理解と受容）

3）諸民族及び諸国民の間に世界的な相互依存関

　　係が増大してきていることの理解

4）他の人々と交信する能力（特に情報発信能力）

5）権利と共に相互に負うべき義務が，個人社会

　　集団および国家にあることの認識

6）国際的な連帯と協力についての理解

7）一人ひとりが，自分の属する社会，国家およ

　　び世界全体の諸問題の解決に参加する用意を

　　持つこと
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異文化理解と異文化経験

　異文化理解というものは，前述したように必ず

しも，外国語を習得すればついてくるものではな

く，それが，世界平和への理解や努力に繋がって

いくことが重要な点であろう。田中は，異文化理

解教育というものは「外国語の能力だけにとどま

らず，自分と異なる文化や容姿をもった人に対す

る思いやりと寛容さ，人権尊重意識，世界で通用

するマナーやもてなしの技術，不快感や劣等感そ

して優越感を対象化した普遍的で平等な態度，

異文化交流を楽しみたいという意欲，論理的で節

度のある討論能力，更に自国文化を外国語で表現

する力など多様なものを含んでいる。」7）と述べて

いる。更に田中が「人間の価値判断や好き嫌いの

感情は，幼少から漬け込まれてきた文化規範に規

定されるのではないか」8）と心理学者の指摘を引

用しているように，国際理解とか異文化理解とい

うことは出来るだけ早い時期から教育の中に取り

組まれていく必要があろう。近年積極的に異文化

理解教育が取り入れられるようになり，幼稚園，

小学校，中学校，高校とそれぞれの成長の度合い

に応じて取り入れていくようなカリキュラムを組

んでいる学校も少なくないが，更に，大学生や同

年齢の青年にも機会のある限り，異文化理解のた

めの教育的機会を提供していくことが切に望まれ

る。

2．カルチャーショックやエスノセントリズムに

　陥らないために

　寺西は「異質な文化や人々との体験は，鏡に写

し出される自己の姿をみるようなものであり，自

己の文化特性を対象化し，写し出すことになる。

その場合重要なことは，お互いの文化の違いに優

劣をつけることではなく，その違いを味わい，楽

しむゆとりが必要となる。」9）と，違いを違いとし

て認めながら，その上に立って人間として等しい

関係を持てるようになることの大切さを説いてい

る。そういう教育的努力が成長の段階と共に，家

庭や学校でされてきた場合は，異文化と接触した

場合に「カルチャーショック」（文化摩擦）とい

う状態が悪化することはずいぶん少なくなるので

はないかと考えられる。察は，カルチャーショッ

クとは，端的に言えば，個人が自分の生まれ育っ

た文化と異なる外国文化に接することによって受

ける一種の心理的衝撃のこと，と定義している10）。

カルチャーショックということばを普及させたオ

バーグは，カルチャーショックによる一般的症状

（一連の症候群）として次のような症状を挙げて
いる11）。

1）不慣れな文化的格差に慣れよう，従おうとす

　　る努力が招いた緊張感。

2）本来自分が生活していた環境から根こそぎに

　　されていると感ずる喪失感，また個人が親し

　　んでいた仲間や仕事と同じく，食事，レクリ

　　エーション，文化的刺激，社会的地位などを

　　奪われたという意識や感覚。

3）新しい環境内にいる人たちの前で感じる拒絶

　　されたという意識。

4）価値観や自己アイデンティティの感覚をめぐ

　　る混乱。

5）自文化，異文化との間にある差異に気づいた

　　時の驚き，不快，不安，憤慨，嫌悪の感情。

6）新しい環境のなかで必要な役割を適切に演ず

　　ることができず，上手く対応ができないため

　　に生じる無力感。

　更にまた，察は，カルチャーショックとは「異

文化という環境において起こった予想外の状況に

対する不安あるいは，それを何とか受け止めよう

とするプレッシャーや，どのようにしてもそれに

慣れないことから生じるフラストレーションなど

の一連の適応ストレスという心理状態」12）と述べ

ている。カルチャーショックは，上手く立ち直り

の機会を得られない場合，自文化中心主義（エス

ノセントリズムethnocentrism）に陥る危険もで

てくる。カルチャーショックは程度の差はあれ，

殆どの人が異文化に接した時に経験することであ

ろう。しかし，それに際して，あまりにも備えが

ない場合，極端に相手を否定して，「自分が属し

ている文化グループ（自国）の基準を用いて他の

文化グループを評価し，自文化をトップに位置づ

けながら，すべての他の文化をより低いランクに

位置づける」13）ことによって，自分のバランスを

とろうとする場合もでてくるだろう。

　日本では「在日」韓国・朝鮮人を含め，人口の

1パーセントは在日外国人であると言われている

が，自分が異国で異文化に接した時だけでなく，

自国・自文化の中にある異文化に対しての理解や

受容の能力を育てることも，異文化教育の大切な

点であろう。

3　異文化理解を深める効果的方法としての直接

　体験（スタディーツアー，ホームステイなど）

田中は，「異質体験」と言う彼独自の言葉を使っ
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て「国際理解は，異なるものとの接触において生

じる感情や判断を客観視することを根底におくべ

きだ」14）と主張している。更に，文化人類学者関

本の言葉を引用して，「異文化の問題は理解の問

題である以前に，まず好き嫌いの問題であり，心

地よさ，心地悪さの問題」15）であるから，「心のな

かに根ざすそうした不快感や劣等感・優越感など

を払拭してしまうことは容易ではない」16）ことを

認めている。しかしまた，だからこそ，異文化と

の直接的な出会いによって，そこに生じる自分自

身との葛藤を通して人間的に成長してゆく機会に

なりうる可能性が秘められているとも言える。直

接的な異文化経験を経ることにより「対人コミュ

ニケーションの多様な方法を身につけ……異質な

ものに対する寛容な態度や状況の変化に応じて適

切な価値基準で行動することのできる柔軟性，多

様な価値観を理解し粘り強く話し合いを続けよう

とする態度，多様なものの考え方や生活習慣を持

つ人々と共同作業をするときに必要なリーダーシッ

プと協調性，そして自分の判断基準を常に対象化

しながら相手の変化や成長を待つ忍耐力，さらに

自分の長所と短所を自覚し自己成長する力など，

多様な資質を獲得する」17）ことが可能になってく

るのであろう。

　異文化に直接接する経験は，日本に滞在する留

学生やその他の外国人と接することでも得られる

し，必ずしも海外に出て行かなければできないこ

とではないが，こちらから出向いて行き異国に足

をつけて得られる異文化経験は，よりインパクト

が大きいと考えられる。特に，自分や自文化のア

イデンティティの育つ，10代，20代の，若い世代

が直接的な経験としての異文化経験を持つことは，

その後の彼らの生き方や，グローバルなものの見

方を育てることなどに，少なからぬ影響力をもつ

であろう。上述したような，意味深い異文化経験

を得る，1つのよい機会として，近年さまざまな

形で企画されているスタディーツアーやホームス

テイは筆者の経験からも有意義であると思う。異

文化におけるスタディーツアーやホームステイと

いっても，企画者や目的，方法によって異なるで

あろうが，多くの場合，理解を深めるために事前

にある程度の準備学習をしてから相手の国に入り，

見学や交流をはかり，相手の家庭の中に入らせて

もらって直接生活を通して文化に触れると言うよ

うなプログラムが組まれている。わざわざ「開発

教育スタディーツアー」と呼ぶこともあるように，

単なる海外旅行と大きく異なるのは，事前学習で

相手の文化やスタディーツアーの目的・テーマの

学習をしてから出かけること，そして，相手国の

人たちとの交流の機会が多いということである。

また，多くの場合，スタディーツアーには引率者

や相手側の受け入れ責任者がおり，そういう人た

ちを通して，直接経験をしながら相手文化への入

り方や，理解の仕方を学習していく機会が得られ

ることも重要であろう。

4．バングラデシュ・スタディーツアの経験から

　2000年9月，JOCS（社団法人日本キリスト教

海外医療協力会）が企画・募集したバングラデ

シュ・スタディーツアーに，筆者はリーダーとし

て参加した。JOCSは海外（主にアジア圏）に保

健医療従事者を派遣している団体であり，日本で

はNGO（非営利民間団体）の草分け的（1960年

設立）存在である。著者は1983年から1996年まで

JOCSの海外派遣ワーカーとして所属し，10年近

くの歳月をバングラデシュで過ごした経験を持っ

ている。その間，主にバングラデシュ南部農村地

帯で活動する現地NGO（HumanDevelopment
Organization略してHDO）で保健婦として活
動した。

　JOCSのスタディーツアーは将来の保健医療ワー

カー育成の一環として始められ，海外保健医療協

力を志す若者や関心の深い若者に，JOCS海外派

遣ワーカーが働く地での経験を提供すると言う趣

旨で行われてきた。更に，必ずしも海外保健医療

協力を目指す人でなくても，海外でのJOCS海

外派遣ワーカーの任地での経験を通して，国際理

解一特に先進工業国ではなく発展途上国で一を深

めることは意味があるという理解をするようになっ

た。毎年，春と夏の2回実施されているスタディー

ツアーだが，2000年9月にはバングラデシュで実

施されることになり，筆者の任地であったボリシャ

ル県ゴルノディ町（首都ダッカからガンジス川を

越えて約250km）におけるHDO活動の見学など

を中心としてツアーが計画された。募集は，

JOCSの会報などで公募されたが，今回は8名募

集のところ10名を越える申し込みがあり，先着順

で8名が参加者となった。内5名が看護学生（内

2名が男子：内4名が呉大学看護学部），3名が

看護婦であった。今回は期せずして参加者全員が

看護関係になった。年齢は10代1名，20代6名，

30代1名であった。スタディーツアーに先駆け，
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8月には1泊2日のオリエンテーション・セッショ

ンがもたれ，事前に与えられているそれぞれの課

題（バングラデシュ国の歴史，政治，文化，保健

状況など）を発表し合ったり，スタディーツアー

を受け入れてくれる相手国協力団体の活動の説明

や，具体的なツアーの内容，生活・文化に関わる

説明・諸注意，簡単なベンガル語の会話や交流の

ためのベンガル語の歌などを学習した。この，オ

リエンテーションは必須で，これに参加できない

人はツアーに参加できないことになっている。そ

れほど，異文化に入っていく前の準備としての事

前学習に重きをおいている。

　オリエンテーションの事前学習は，前章で述べ

たようなカルチャーショックを緩和するための，

異文化に入っていく準備柔軟体操のような大切な

役割を果たすと同時に，ツアーの参加者同士が一・

緒に寝起きすることにより，ツアーグループとし

ての親しみを共有する機会にもなった。まずは，

最も身近な異文化としてのツアー・メンバー同士

の相互理解を深める第一ステップといえるもので

あった。

　ツアーの日程は，行き帰りタイのバンコク2泊

以外にバングラデシュで6泊，合計8泊9日とい

うものであった。バングラデシュでは，首都ダッ

カから目的地までチャーターしたマイクロバスで，

ガンジス川をフェリーボートで渡り，約7時間の

タイムトラベルのような旅をした。フェリーの港

などでマイクロバスが止まると，周囲にうごめく

あまりの人の多さと喧騒，自分たちに集中する好

奇心一杯の視線に，参加者たちはまるでサファリ

パークを車の中からみているような緊張の面持ち

であった。生まれて初めて経験する光景に，まる

で車の中の自分たちは日本にそのまま踏みとどまっ

てしがみついているような感じさえあった。それ

が，待ち時間が長くなり，あまりの暑さに車の中

にいる事が耐えられなくなり，おどおどしながら

も思い切って車の外に出た途端に感じが変った。

人々は褐色の肌に大きな目でジロジロと寄って来

て凝視し少々欝陶しいが，そんなに怖いものでは

ないと実感したようであった。幼児が母親のスカー

トをつかみながら，少しずつ新しい世界を冒険し

ていくように，彼らは，次第に車から離れて物乞

いや物売りや寄ってくる人に囲まれながら周囲を

歩き回れるようになった。こういう経験は実際に

そこにいて，自分なりの葛藤を突き抜けていかな

いと得られないものであろう。参加者の1人は

「車の窓のところに物乞いの人が寄ってきてお金

や食べ物を求められたり，たくさんの人にじろじ

ろ見られたりしたことが衝撃的で心の整理がつか

ない状態だったが，いざ車を降りて人の中に出た

ら気持ちがすっきりした。降りてしまえば恐いと

いうものではなかったのだが，車から降りるとい

う一線を越える勇気がなかなか出なかった。」と

その時の思いをあとから語った。

5．スタディーツア参加者の感想から

　大学の教員という筆者の現在の職業から，日本

の若者に接する機会は多いものの案外，外側から

の彼ら像しかわからないのが現状である。そうい

う意味からも，今回若い人たちと異文化の中で行

動を共にし得たことは，筆者にとっての異文化で

ある日本の若者への理解を深めるよい機会ともなっ

た。ツアーメンバーの感想を入れながら，彼らの

異文化への入り方や異文化に対する反応について，

その側面を記してみよう。

1）衣に関して

　バングラデシュはインド文化圏であるため，若

い女性はサロワール・カミージ（略してサロワカ）

というゆったりしたズボンと裾の長い上着の組み

合わせを着，結婚した女性の多くはサリーを着る。

男性は，オフィスで働く人や学生は西洋式のズボ

ンとシャツだが，くつろいで家にいる時や，肉体

労働者などはルンギーという腰巻スタイルである。

パンジャビという伝統的な男性衣服の上下組み合

わせもある。

　一般に世界中どこに行っても女性たちはファッ

ションに関心を示し，異文化ファッションを楽し

む場合も多いように思うが，今回の参加者も早速

サロワカ・ファッションを満喫していた。日本で

は昨今特にエスニック・ファッションが流行して

いることも，異文化ファッションの垣を低くして

いるのかもしれない。参加者の1人は，「最初は，

どうせ今回だけだからと，サロワカを1枚購入し

て着ていたが，帰国する時には，自然と，また来

るならもう1枚くらい買っておこうかしら，と思

うようになった」と衣服の文化と繋げて自分のバ

ングラデシュヘの愛着を述べていた。今回は男性

が2名参加したが，その2人が揃って初日からル

ンギーをはき，よほど気に入ったのか，筆者が

“家でくつろぐ時以外は普通事務所などではかな

いものなのよ”とやんわり言ったものの，それで

も外をあちこちはいて歩き，「オフィスタイム，
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ルンギー，ノーグッド」と受け入れ団体の人に笑

いながら言われたりして，“衣の文化のルール”

を実感する機会にもなったようである。自分でやっ

てみて，それに気づく，という学習は異文化のた

だ中にあってこそである。それにしても，抵抗な

しにすぐに形からとけ込んでゆける若者のバイタ

リティと好奇心には頼もしいものを感じた。男女

共に，衣服に関しての異文化は，抵抗感よりも楽

しみながら入っていけるもののようであった。異

文化教育の中にこういった入りやすく，楽しめる

題材を積極的に盛り込んでゆくことの意味を感じ

る経験であった。

2）食に関して

　バングラデシュは元々インドの一部であり，

1947年インドとの分離独立を経て東パキスタンと

しての歴史を持ち，1971年にバングラデシュとし

て独立した国であるが，文化はインド文化の影響

が大きい。食事は，殆どすべてというくらいスパ

イスの効いたカレー味である。日本のようにあら

ゆる国のあらゆる種類の料理を抵抗なく食べる文

化とはかなり異なる。日本のそういった食に対す

る柔軟性がよい影響をしてか，ツアーメンバーの

食事に対する抵抗は少なく，ベンガル語で“おい

しい”の意味である“モジャ“を連発しつつ，も

てなす側が喜んでくれるような食欲を示してくれ

た。また，箸やスプーン・フォークでなく，手指

を使って直接食事をするという経験も大きかった。

ある参加者は「手で食べながら自分の指が黄色く

なっていくのを見て，きちんと手で食べているの

だと実感した」と異文化に直接触れている実感を

手で食べることで得ていた。手で食べることには

抵抗感の強い人もあり，受け入れ側も，スプーン

などを用意してくれ，それを使う人もいたが，無

理をしすぎずにそういった自分の文化でのちょっ

とした習慣をカルチャーショック軽減のために使

うことも，他の部分での異文化抵抗を心理的に和

らげる役にたってくれるだろう。年齢がいくほど

に，自分の文化での習慣は根強くなるのは仕方が

ないことである。しかし，慣れると手で食べる方

が格段カレーの味がおいしくなることも実際やっ

てみないと味わえないことである。

3）言葉・コミュニケーション

　バングラデシュはベンガル語という言語を使用

しているが，英国植民地であった経験が長く，小

学校低学年から英語学習が入っている。癖のある

インド風英語であるが英語は日本よりは通じやす

い。高等教育を受けた人は英語を流暢に話し，都

会の中流以上の家庭の子どもは幼稚園から私学で

英語での教育を受けることが珍しくない。しかし，

バングラデシュの成人識字率は38％という低さで

あるから，農村部の貧しい層は英語が通じるといっ

ても限られた人になる。今回のスタディーツアー

事前学習会では，ベンガル語の挨拶や簡単な日常

会話・単語を，カタカナで書いたものを使って短

時間だが学習をした。その単語帳を持ち歩いてカ

タカナを読みながら相手の言葉で一生懸命話そう

とする参加者の積極性には，異文化を尊重しよう

とする姿が現れていた。全体で行動するときには，

筆者や他の通訳を介して話をすることが多かった

が，ホームステイで2～3人づつ別々の家に別れ

たときには，通訳もおらず自分たちだけで，英語

でやるしかない状況になった。後で聞くと，「自

分たちは苦労して英語で話したのに通じなかった

し，あちらの人も何語で話しているのかさっぱり

分からなかった」と述べていたが，もしかすると，

あちらも「日本人は英語で話しかけても通じなかっ

たし，何を言っているのか分からなかった」と言っ

ていたかもしれないと笑った。お互い英語国の者

でない同士が，コミュニケーションの手段として

英語を使い，その英語がお互いの国独特の“なま

り”をもったものであったため，お互い何語で話

されているのか分からなかったのかもしれない。

しかし，言葉が通じなくても，何か一生懸命伝え

よう，分かろうとしていたことはお互いに通じ合っ

たであろう。それにしても，英語ができれば，農

村であっても英語で話のできる若い人がいるので

もっと話ができたであろうし，人前で一言挨拶を

といわれるときも英語でできたらよかったのに，

と現地語ができない場合の英語力の必要さはしみ

じみ身にしみたようであった。ゲストとしてどこ

かへ行ったら，必ずと言っていいほど，突然人前

で挨拶をしなくてはならない文化においては，こ

とばだけでなく，何を伝えようとするかの内容の

問題でもあることを感じたであろう。それは，異

文化にさらされたときに気づかされる，日本語で

考える能力と内容の問題でもあろう。それにして

も，お互いに英語を介しての不十分なコミュニケー

ションで，しかも数日間の短い時間という限りの

中で，双方共に愛着を覚え，心を打たれる経験が

できることに筆者は驚きを覚えた。

　会話としての言葉ではないのだが，事前オリエ

ンテーションで何回か練習した，バングラデシュ
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の歌でコミュニケーションを深めた人たちも何人

かいた。「エイポッダ（バングラデシュの河を歌っ

た歌で，多くの人が知っている）を歌いながら，

みんながひとつになっているのを感じて，感動し

て涙がこぼれそうになった。…国境を越えてひと

つになれたのはすごく嬉しかった。歌ってすご

い！」と，相手の言葉で一緒に歌った一体感を表

現した参加者もいた。

　バングラデシュの文化では，歓迎には歌や踊り

を披露してくれることが多い。ゴルノディを去る

前夜のお別れ会では，あちらの子どもやおとなが

すばらしい歌や踊りを次々に披露してくれた。日

本人参加者はあまり芸がなかったが，いくつかの

歌を歌って喜んでもらった。歌や踊りなどのコミュ

ニケーションが言葉を超えて，お互いを親密な思

いにさせてくれることを実感する思い出深い経験

であった。

4）人間へのまなざし

　バングラデシュの人々は伝統的に人をもてなす

ことに篤い文化をもっている。また，ゲストに対

して本当に親切にしてくれるのには心打たれる。

これは，長くそこで仕事をする場合は，少なから

ず事情が異なってくるのだが，今回，スタディー

ツアー参加者はゲストとしてバングラデシュの人々

の温かいもてなしに触れ，今まで経験したことの

ないような感動を味わった。ツアーメンバーの殆

どがその感想文の中に，バングラデシュの人々か

ら頂いた優しさを実感を込めて書いている。以下

に一部引用してみる。「ぬかるみの道に足をとら

れて泥だらけになる。………『わあっ口』と困っ

ていると，ある1人の女性が私を井戸まで連れて

いってくれ，とても丁寧に泥だらけの足を洗って

くれ，しかもタオルでふいてくれた。すごく嬉し

かった。その女の人が私に花のつぼみで作った首

飾りをくれた。それもすごく嬉しかった。」「竹の

一本橋をわたるときは荷物を持ってくれ，ぬか

るみのひどい道では親切に手を支えてくれたり

した。」「座っていると誰かがうちわで扇いでくれ

た。『自分で扇ぐからいいよ』といっても扇ぎ続

けてくれた。なんて優しいのだろうと感動した。」

「今日も感じたことはバングラデシュの人の優し

さだ。バングラデシュの人はちょっとしたことに

敏感に気づいてくれる。バングラデシュの人は本

当によく私たちのことを心配してくれていた。心

から優しい人たちであると思った。もっと長くい

たいと思った。」「このスタディーツアーでの私の

最大の収穫は，人間のあたたかさを目でみること

ができたことである」「私たちを迎え，もてなし

てくれる人々は本当に温かい人たちだった。物質

的な豊かさと心の豊かさ，人としての豊かさにつ

いて考えさせられる私の生まれて始めてのホーム

ステイだった。」「虫に刺され，人生において最大

に痒くて辛かった時，教会の人が『だいじょうぶ

調子悪い？来たときと顔が違う』と言ってくれた。

他にも何人もの人に心配してもらった。『なんて

心の温かいひとたちなのだ』と心の中で思った。」

「電気のないこと，気温の高さ，トイレの怖さ，

言葉の通じないもどかしさ，そんな中で迎え入れ

てくれる家族の暖かさ，どこへ行ってもきれいな

花束やwelcometeaを出してくれ，精一杯のおも

てなしをしてくださる人々にhospitalityという

ことについて学ばされ，考えさせられた。」「とに

かく貧富の差が激しい国だと思った。でもいくら

金銭的には貧しくても人間的にはみんな豊かな人

たちだった。それにみんなとても陽気な人たちで

いつも笑顔が絶えることがなかった。なにより私

はあんなに優しく接してもらったのは初めての経

験だった。先進国の日本であってもバングラデシュ

の人たちから学ぶことや見習うべきことが沢山あ

ると思う。」「電気も水道も通っていなかったが，

電気はなくても，ランプはあり，水道はなくても

井戸はあり，生きていくのには問題なかった。ト

イレもあったし，テレビやラジオがなくても日本

の家族とは違い，村一つが一家族みたいに見えた。

日本の家族では会話のない家族もあるというのに，

バングラデシュは，一つの村の人全員で生活して

いる，そんな感じを受けた。」などである。

　ことばや習慣の大きく異なる文化の中に緊張と

共に放り出されて，彼らが得たものの大きさ，ま

た，そのもてなしや相手の気持ちを素直に感動で

きる参加者たちの心の底にある豊かさに，筆者も

感動する思いであった。彼らのその思いは，彼ら

を迎え，もてなしてくれた相手の人たちにもしっ

かり伝わったであろう。実際に相手の文化に飛び

込んで，そこの人々に接することの意義を大いに

感じた。異文化理解といっても，要は，異なる人

と人のふれ合いから生まれる親近感や違和感や，

心の中に大切にしたいちょっとしたうれしさから

生まれ育ってくるものなのではないかと思わされ

た。

　「最初の海外旅行がバングラデシュでよかった。

バングラデシュを去る時には，本当に切ない気持
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ちになった。もう今回会った人たちとは一生会え

ないかもしれない，そう思うと涙がとめどなく出

てきた。」というのも，そういう触れ合いから生

まれてきた素直な感情であろう。

5）異質なものへの許容性

　今回のスタディーツアー参加者は，筆者が懸念

したよりもずっとすんなりと，異質なものに入っ

ていける柔軟性を持っていることに感心した。日

頃ぬくぬくとした不足のない環境に育ってきてい

る若い世代だが，バングラデシュの雨期の高温多

湿の中で，エアコンはない，お湯は出ない，時に

水も止まる，夜は停電する，ランプを使う，個室

どころか何人もの人と同室する，テレビや携帯電

話もコンピューターも，好きな音楽もない生活環

境で，不適応というほどのトラブルも生じなかっ

たのは驚きであった。彼ら自身も自分が経験した

ことのない環境への不安や恐れをもって出かけた

のであるが，飛び込んでみたときに，水の中に体

がふわっと楽に浮いたような，不安からの解放感

を味わったのではないだろうか。参加者は「初め

ての海外旅行で，食事もトイレも日本とは違い，

水だって飲んでおなかこわさないかと心配だった

が，最初は戸惑ったものの1日経てば慣れたもの。

ご飯は食べられるし，夜も眠むれる，お腹はこ

わさないし，私もなかなか適応力があると感心

した。」「バングラデシュヘ向かう飛行機の中でか

なり胸がどきどきした。お金や荷物を盗られるん

じゃないか？何かに感染して病気になるんじゃな

いか？などいろいろ不安になってきた。（バング

ラデシュに着いて1日目の夜）バングラデシュっ

てこんな国なんだあ自分が心配していたようなこ

とは別になかったし，あんなに不安だった気持ち

ももうなくなっていた。」などと感想文の中で書

いているが，出発前，心配と不安で一杯だった自

分が，結構なんとか異質なものに入っていけると

いう自信が生まれてきたようだった。その体感は，

今後も自分とは異質のものに入っていく勇気と信

頼を生みだしてくれるのではないかと筆者は想像

する。

6）自分の内外への気づき，将来への展望や課題

　スタディーツアーでは，短い時間に密度の濃い

異文化経験をしたが，参加者はどれだけ集団で行

動したとしても，経験は一人一人固有のものであ

る。今回のツアーの経験から将来看護者として，

発展途上国で仕事をしたいと考え始めた人，バン

グラデシュで地域保健に携わる仕事をしたいと具

体的夢を持ち始めた人，バングラデシュをまた訪

ねたいと希望する人，決して世界の標準でない日

本の生活環境に自分が如何に慣れ親しんできたか

に気づいた人，今まで気づかなかった自分の可能

性を見いだしたり，反対に自分の狭さ限界を感じ

自分を内省する機会を持った人，様々な人がいた。

そんな彼らの言葉の一部を引用してみたい。

　「日ごろ当たり前のように送っていた生活がい

　かに贅沢なものか，『食べるものに不自由なく』

　『勉強するのに不自由なく』『健康を維持する

　にも不自由なく』……バングラデシュにいたと

　きより，日本に帰ってきてからとても考えさせ

　られている。」

　「バングラデシュの人々のたくましさから『勇

　気』『感動』『力』をもらった。」

　「今回バングラデシュに行って日本での自分の

　生活をとても考えさせられた。どの人も一生懸

　命働いていた。汗水たらして力車をこぐ人，重

　たい荷物を抱えて歩く人，少しでも買ってもら

　おうと，物を売りに来る子供たち，仕事がない

　人はできることをして，少しでもお金をもらお

　うと，布で私たちの車を拭いていた。皆，その

　日を生きるために一生懸命だった。日本では，

　住む家があり，一日三度食事をし，子供は学校

　に行き，ストレスは感じつつも働く場所がある，

　ということが当たり前のようになっており，私

　自身も今まで自分の生きてきた過程をあまり深

　く考えなかったが，バングラデシュでこのよう

　な人と出会い，世界規模で考えると今まで私が

　歩んできた道は，決して当たり前のことではな

　いのだ，と思い至った」

　「私は今回のツアーで自分の将来についての考

　えまでも変わった。私は今まで最先端の医療に

　しか興味がなかったが，このツアーを通して地

　道な保健活動にも興味がわいてきた。ひとつひ

　とつは小さなことでも，その小さなことをこつ

　こつと重ねていくと大きな力になるのだと実感

　できた。将来はバングラで仕事ができるように

　看護の勉強を頑張りたいと思う」

　など，異文化に触れたことにより自分を掘り下

げたり，広い視野で世界を感じる機会を得たので

はないかと思われる声に多く触れることができた。

　帰国後，疲れもあってか下痢や胃痛を起こして

病院に行った参加者もあったが，そのことを周囲

から「バングラデシュのようなへんな国に行くか

らだ…」と冗談半分に言われたことに対して，あ
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る参加者は「行ってもない人に何が分かるのだ」

と憤りを感じたことを感想に書いている。そして

「バングラデシュはヘンな国でも何でもない。と

てもいい国だ。私は後悔なんて全くしていない。

なぜならばいくら体調が悪くなっても，私は，バ

ングラデシュではそれ以上のことをしてもらった

からだ。後悔どころかまた行きたい。」とその思

いを述べている。

■　おわりに

　政治経済文化などすべての面でますますグロー

バル化していくこの地球上に，宇宙船地球号の乗

員として世界の平和を意図して，異質なものへの

理解を深めていくことは，最早欠くことのできな

い必須条件になってきつつある。そのためには，

若い時代から異文化理解のための様々な機会を通

して，異質さとの葛藤を経験し，違いを認めなが

ら相手と自分の対等な価値を認めていくことがで

きるような教育が求められよう。「エゴイズムが

あふれ，公共心を欠いたわい雑な社会」（産経新

聞記事「身の毛のよだつ若者」平成12年10月16日）

に生きる若者たちができるだけ早い時期に，他者

と自分の関係をグローバルな共生という視点でと

らえられる様な教育的機会を提供していくことに，

日本や地球の未来がかかっていると言っても過言

ではないだろう。地球規模で解決しなければなら

ない課題は今後ますます増加するであろうが，そ

ういう時代に，異なる文化をもつ者同士が協力し

てその課題に取り組んでゆくことが必須となろう。

坂本らも「異文化との接触に基盤をおいた体験学

習は，異なる文化背景を理解しようと努め，それ

と同時に自国を見つめることのできる資質を磨く

ための効果的な学習方法」18）であると述べている

が，直接的異文化経験とも言えるスタディーツアー

やホームステイの経験は有効な方法だと言えよう。

今夏バングラデシュで行われたスタディーツアー

の経験からも，それを強く実感した。筆者は，そ

の国で長年仕事をしてきた者として，バングラデ

シュという南西アジアに属する一つの国を通して

の異文化経験の機会をできるだけ日本の若者に提

供したいと考えている。彼らが，そこで生きる人々

の実際の生活に接し，言葉も通じない中，それで

も何とか相手を理解し，相手に理解してもらおう

とする経験から，それを経験した者以外には計り

知れないほどの人生の宝物を得たと信じている。

しかし，それを，未来に向かってどう自分の人生

に，また，世界に，地球に反映していくかは，彼

ら一人ひとりに課された課題であろう。

　イギリスでは「グローバルスタディーズ」（多

文化が共存し，人々が依存しあうこの世界で，責

任ある市民として生活するために必要な知識・態

度・技術を身につけるための学習）と称して，グ

ローバル教育と言う立場で，地球市民を育てるた

めの開発教育カリキュラムや教材が開発されてき

た19）。最後に，その活動の創始者の1人である

D．ヒックス氏の言葉を引用しておきたい。

　「子どもたちは，21世紀という今日とは非常に

　異なる未来に生きなければならない。未来をき

　りひらいていく能力は，ある意味において，紛

　争，変化，開発，平和，正義といった現代の諸

　問題に関し，国家的，地域的視野だけではなく

　地球的視野に立てるかどうかにかかっている」20）
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